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社会福祉法人愛知いのちの電話協会
誕Ｊ

名古屋いのちの電話Ｆ
相馬信夫理事長急逝追悼紙面挿入
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「死」を語ろう

ダイ ア ナ 妃 の 死 は 、 哀 悼 と か 残 念 と か の 感 情

論 を 離 れ れ ば 、 ヒ ロ イ ン に ふ さ わ し い 華 麗 な る

門 出 で あ る 。 も し 命 な が ら え 、 だ ん だ ん 世 間 か

ら 忘 れ ら れ 、 ど こ か の 寒 村 で ひ っ そ り 老 婆 が 息

を ひ き と っ た ら 、 ア ー サ ー 王 妃 グ ィ ネ ビ ア に 喩

え ら れ る よ う な 英 国 伝 説 上 の 人 物 に は な ら な か っ

たろう。

５０年前迄、日本では、死にかたが論じられた。

崇 高 な 目 的 の た め に 自 ら の い の ち を 捨 て る こ と 、

い さ ぎ よ い 死 を 美 化 し て き た 。 軍 国 主 義 が こ れ

を 利 用 し た せ い も あ っ て 、 戦 後 は 全 く 否 定 さ れ

る よ う に な っ た 。

ア メ リ カ の 事 情 も よ く 似 て い る 。 以 前 は 「 ア

ラ モ の 砦 」 は ア メ リ カ の 聖 地 で あ り 、 戦 死 し た

男 た ち は 、 な ら ず も の も 含 め て み ん な 英 雄 と な っ

た 。 赤 穂 四 十 七 士 に 匹 敵 す る 人 気 で あ る 。 独 立

戦 争 の 時 の 少 年 鼓 手 は 今 で も 語 り つ が れ て い る 。

し か し こ の ア メ リ カ 人 の 熱 き 心 は ベ ト ナ ム 戦 争

で 砕 け 敞 っ た 。 正 義 と 信 じ て 銃 を と っ た 若 者 た

ち が ジ ヤ ン グル の 中 で 体 験 し た 不 条 理 な 殺 り く 、

そ し て や り 場 の な い 怒 り と 絶 望 。 ア メ リ カ は 始

め て 挫 折 を 味 わ っ た 。 そ の 結 果 、 ピ ュ ー リ タ ソ

の 伝 統 は 川 れ 急 速 に 退 廃 文 化 に 堕 落 して 行 っ た 。

１９４５年の終戦後しばらく、捕虜となって抑留

さ れ て い た 若 者 達 が 帰 国 し て き た 。 虜 囚 の 身 を

恥 じ 、 半 年 も 家 に 帰 れ ず、 夜 裏 口 で そ っ と 母 親

だ け に 会 っ た と か 、 父 親 は 唇 を 噛 み し め 、 遂 に

会 わ な か っ た と か 、 非 人 間 的 な 風 潮 が 残 っ て い

た 。 こ れ が ６ ０ 年 代 に な る と 一 転 して 、 「 お め お

め 恥 を か い て も 生 き ろ 」 と い う 調 子 の 反 戦 歌 が

歌 わ れ た 。 ２ ８ 年 の 逃 亡 か ら 生 還 し た 横 井 正 一 氏

の 「 は ず か し な が ら 帰 っ て 来 ま し た 」 と い う 言

葉 を 受 け た も の で あ る 。

「 高 貴 な 死 」 を 否 定 し つ く し た 後 、 生 命 の 尊

重 ・ 生 の 謳 歌 の 時 代 か や っ て 来 た 。 し か し そ れ

水 谷

は 自 分 の 生 命 、 自 分 の 生 存 を 絶 対 優 先 の 権 利 と

し て ふ り か ざ す 際 限 の な い 欲 望 の 時 代 に の め り

込 んで い っ た 。

さ ら に 自 分 の 生 命 の 絶 対 性 に 固 執 し た 結 果 、

あ る 自 己 矛 盾 に つ き あ た っ て し ま っ た 。 脳 死 ・

臓 器 移 植 ・ 尊 厳 死 の 問 題 で あ る 。

自 分 の 生 に 絶 対 的 価 値 を 置 く こ と が 憲 法 の ’ ～ ｀

存 権 で あ り 、 現 代 社 会 法 の 根 本 原 理 で あ る の 、

が 、 こ の 理 論 の 延 長 線 上 に は 、 死 は す べ て の 終

り で あ り 、 「 死 ん だ ら ゴ ミ に な る 」 と い う 法 学

者 の 迷 言 に つ き あ た る 。 こ の 定 義 に 従 え ば 、 生

き て い る と は 古 人 の 言 葉 を 借 り れ ば 「 飯 を 食 っ

て 糞 を た れ る 」 こ と で あ る 。 で は 、 こ の 営 み の

有 る 無 し に よ っ て 生 命 を 論 じ つ く せ る だ ろ り か 。

永 遠 の 生 命 と い う 宗 教 論 に 触 れ る こ と を ひ か

え な が ら 、 実 証 的 側 面 だ け に つ い て 考 え て み よ

う 。 ダイ ア ナ 妃 や 聖 マ ザ ー テ レ サ が 生 前 と 死 後 、

そ の 存 在 が ど う 変 っ た か と い う こ と で あ る 。

ダイ ア ナ 妃 の 結 婚 式 の 見 物 は １ ０ ０ 万 人 と い わ

れ る の に 、 葬 列 に は 、 何 の 警 備 も な い パ レ ー ド

も な い 質 素 な 行 進 を ６ ０ ０ 万 人 が 見 送 っ た 。 聖 マ

ザ ー テ レ サ は 一 人 の 人 間 が ど れ ほ ど 巨 大 に 生 ミ ｀

ら れ る か を 実 証 し た が 、 今 ま で マ ザ ー テ レ サ

知 ら な か っ た 私 に と っ て は 、 私 の 心 の 中 に あ ら

た に 誕 生 ・ 再 生 し た こ と に な る 。

人 間 の 生 命 と い う も の は 生 物 学 的 に 生 起 す る

側 面 と 別 に 、 こ う し た 不 滅 と い え る よ う な 可 能

性 を 含 ん だ 人 間 的 生 命 の 側 面 も あ る 。 死 を 考 え

る と い う こ と は こ の 人 間 的 生 き 方 を 考 え る こ と

で あ る 。 死 に 方 に よ っ て 生 が 決 算 さ れ る の だ か

ら 、 今 の う ち に 死 か ら 逆 算 し て 生 を 点 検 し て お

か ね ば な ら な い 。 聖 ア ウ グ ス チ ヌ ス 曰 く 「 早 く

死 んで お け、 さ も な い と 本 当 に 死 んで し ま う ぞ 」 。

（ 総 務 委 員 長 ・ 崇 覚 寺 住 職 ）
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開局以来の理事長相馬信夫司教急逝

’｀ｔ ｊ

社会福祉法人愛知いのちの電話協会理事長相馬信夫司教は、１０月６日未明、急性心不全
のため、カトリック名東教会にて逝去されました（享年８１才）。葬儀ミサなど告別式は、１０

月９日カトリック布池教会に於て、カトリック名古屋教区葬のかたちで執り行われました。
（写真：１９９３年、東ティモール訪問報告集会、上智大学に於いて）



偉 大 な 足 跡
“市民運動を支援「行動する司教」７（中・日新聞）ｊ

“「正義」貫き内外奔走”（朝日新聞）と相馬司教の突然

の逝去は大きな見出しで報道された。
相馬司教が東京帝国大学天文学科の出身と聞いて意外に

思う人もいるが、カトリック司教相馬信夫の広大な世界観、
宇宙観に天文学の影響があったことは疑えない。名古屋教
区司教に就任されたのは１９６９年。以来３０年近く教区長とし
て、信徒、教職者を導くかたわら信仰者の実践として、正
義と平和のために奉仕する活動に積極的にかかわ、り、国の
内外に大きな足跡をのこされることとなった。
１９８５年に始まった名古屋いのちの電話の活動にも、いち
はやく呼びかけ人の仲間に加わって頂き、開局以来の理事
長として、社会福祉法人愛知いのちの電話協会設立後も引
き続き今日まで理事長として、会を代表されるだけでなく、
親しく指導を頂いて来た。いのちの電話は、相馬司教が名
古屋司教在任中に関係された数ある市民運勁、ぃ社会奉仕活
勁の中でも、最も長く、：４§ｔも力を入れて指導された関係団
体の一つと数えられる。１９９２年１月相馬司教はその多方面
にわたる社会的な活動を評価されて、朝日社会福祉賞を受
賞されている。
１９７４年よりカトリック正義と平和協議会の担当司祭の任

を担い、韓国、フイリッピソの人権運動をはじめ、部落問
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故 相 馬 信 夫 理 事 長 略 歴

１９１６年６Ｌ月・２１日‥東京都に生まれる
１９３４年３月

１９４１年３月
浦和高等学校卒業
東京帝国大学理学部天文学科：
卒 業 ：

１９４２年～１９４６年軍隊生活（ニューブリテン島ｌ
ラ バ ・ ウ ル に 派 遣 ） ：

１９６０年３月東京カトリック神学院゛上智｜
］ １ こ 学 卒 業 ：

１９６０年３月
１９６９年９月
：１．９７４年５月

１９８５年６月

１９９０年４月

１９９２年１月．
１９９３年６Ｊモ１
１９９６年１１月

カトリック司祭叙階
名古屋教区司教就任
カトリック正義と平和協議会
担 当 司 教 に 就 任 丿
名古屋いのちの電話理事長に
就任

Ｉ
１
-
１
１
・
・
１
Ｉ
Ｉ

「ＡＪＵ自立の家」設立、理事．

長に就任
「朝日社会福祉賞」受賞
カトリック名古屋教区長引退
アジアｉ太平洋・東チモール
会議に出席、マレーシヤ治安：
当局に身柄拘東送還される：

１９９７年１０月６日名東教会にて急性心不全のた：
め 召 天 （ 享 年 ８ １ 才 ） ：

｜ ’ ／ ｓ - ４ ／ ゝ ゝ ‾ ７ ‾ ｜ ｀ ゛ ゛ ’ Ｊ ／ １

Ｌ 。 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． - ． ． ． ． ． ． ． ． ． 。 ｊ

題、外人登録法、東チモール、中南米問題等、内外の人権擁護のために活躍された。また湾岸戦争の際には、
他の宗教関係および市民に募金を呼びかけ、避難民に飛行機１１機；ｉｒチャーターしてそれぞれの・母国に輸送す
る大きな民間レベルの国際貢献を実行されたこどは広く知られている。
１９９３年名古屋教区長を引退された後も環境問題や東チモーｊル問題などに積極的に関かわりをもち、教会の
内外に、亡くなられる前日まで全身全霊をささげつくした生涯であったといえる。

相 馬 理 事 長 の 逝 去 を 悼 む

常 務 環 事 木 本 精 之 助

１０月６日朝、思いもかけない電話で相馬理事長の

突然の召天を報らされました。開局以来の初代理事
長として、わが名古屋いのちの電話を代表して頂い
た相馬理事長の急逝は言葉に表わしようのない大き
いショックでありました。

開局当初、ひと握りのキリスト教関係者の熱意あ

る呼びかけに発したいのちの電話の活動が、。宗教、
信条を超えた広範囲なボランティア市民運動として

定着をみる過程に於ては、強い信仰に裏打ちされ乍
ら、社会の弱者の救済を実践される相馬理事長の包
容力のあるリーダーシップは必要不可欠のものであ

り ま し た 。 ＝ ア っ ‥ ‥ ‥ ‥ ｌ ＜ フ｀ Ｉ - １ ． ４ ． ＿ ｌ ｌ ・
理事会や評議員会その他の会議では、会の動向を

大局的に把握され、適切な助言を頂くことが度々あ

りました。そのほか、相談員の認定、フォーラム、
コンサート、フリーマーケット等の活動の現場にも

こまめに顔を出され、委員や相談員の一人一人と親

しい会話を愉しんでおちれる様子でした。 ’

昨年１１月、全国研修会名古屋大会には、東チモー
ル問題でマレーシアの治安当局に拘東され送還され

たばかりの生々しい体験を交えて、５００人余の参加

者に挨拶され大変印象深いことでした。

開局以来の困難な草創の時期に、まれに見る優れ
た指導者を与えられたことに感謝しつつ、遺された
我４が力会合わせて、亡き理事；１；１：の遺志を堅く受け
７継いで、Ｉいのちの電話め自的達成につとめ、相馬理

事長に天国にて充分な安息を得て頂けるようにした
いものです。

ｊ

）



この度、原稿をうけでそういえぱいのちの

電話は自殺予防から出発しているなあ ” と ぼん

やり考えるうちに、一人の女の子のことを思い

出した。

彼女は・＝１コ学校の同級生であり、胸の病気を患っ
ていた。卒業後、病状が悪化して入院したとい

う知らせを聞いて、私は友人と一緒にお見舞に

出かけた。病室の彼女は半身を起こしていたが、

息 が ハ ー ハ ー と し て 早 か っ た 。 今 に し て

思 え ば か な り 危 険 な 状 態 だ っ た の だ ろ う 。

苦 し い 息 を し な が ら 、 付 添 い の お ば さ ん
’ 「お林檎を剥いてあげて」といった。

ご 体 的 に も 精 神 的 に も お そ ら く 苦 し み の
極にあっただろうに、いかにも彼女らし
い優しさだった。私達は何といったらい

いのか分からずに、必死で「気を使わな
いで」とだけいったように思う。私達に

とって病院のお見舞は初めての経験だっ

たし、まして現実的な死ぱまだ遠くの方

だった。

居たたまれない落ちつかなさで帰ろうと
した時、彼女は「死にたくない、生きた

い」と二度程呟いた。どういう言葉を返

したのか覚えていない。私達は黙ったま

ま帰ってきた。

思春期真っ只中のその当時、本気で実

「ｆする積もりなどもちろんなかったが、
私の頭の中のどこかで「自殺」の文字が

ち ら つ い て い た 。 友 人 と の 話 題 に 自 殺 が

出 て く る こ と も あ っ た 。 何 と な く ム ー ド

田

畑

洋

子

に浸っていた私の気持を彼女の言葉はがーんと

打ち砕いた。「死にたくなくても死ななければ
いけない」人があり、そういう時があるのだ。

そういう不条理に初めて直面した。彼女はまも

なく亡くなったと聞いた。

死をくいとめる言葉は種々あるのだろうが、

私の「生きることと死ぬこと」にづいての考え
を 根 底 か ら 変 え た の は 、 死 に 面 し た 女 の 子 の

「死にたくない」という呟きだった。私にとっ

ては、自分の手中にあった（と思っていた）生

死の問題を別の者の手に委ねるという大きな転

換だったと思り。そりいう転換をもたらす言葉

を如何にして掛けうるのか。電話を受ける者ひ

とりひとりに突きつけられる重い問いである。
ここまで書いた時、一人の学生から猫の死の

話を聞く機会があった。１時間の面接の間中、

彼女はしゃくりあげながら、幼い頃から一緒に

あ
る
女
の
子
の
つ
ぶ
や
き

育ってきた猫が亡くなっ丿こ様子を語っ
てくれた。夜に猫の元気がなくなっ

たので側で寝こんだこと、早朝に、

早かった呼吸がゆっくりになり、そ

のうちにとだえたこと。最後にニャー
ニャー泣いたのは苦しかったのだろ

うと、また、涙を溢れさせた。おば

あちゃんの時も、別の猫の時も最後

の時にぱいなかったので、死の瞬間

に立ち会ったのは初めての経験だっ

たともいった。亡くなった猫を抱い

てやるとぐにゃとしていたが、次に

だいた時には固くなっていたと、か

らだでもしっかり死の体験をしたよ

うだった。大事な猫がいなくなった

寂しさだけではなく、死に直面した
ことが彼女の心を大きくかき乱して

いるのを感じながら私はきいていた。

昔は（いつ頃からかは定かでないが）、

子供たちもかなり日常的に人や動物

が息を引き取る場面に遭遇したのだ

ろう。そして、同級生が私に教えて

く れ た 真 実 を 幼 い 頃 か ら 肌 で 感 じ る こ と が 出 来

た の だ ろ う 。 自 然 の 死 か ら 遠 ざ か っ た 分 、 非 現

実 的 な 死 に 近 づ き 、 奇 妙 な 死 に 囲 ま れ る よ り に

な っ た 現 代 で あ る 。 学 生 が こ の 体 験 を 乗 り 越 え

て 死 へ の 想 い を 深 め て い く こ と が 出 来 る よ う 、

し ば ら く つ き あ っ て い こ う と 思 っ て い る 。 猫 の

モ ー ニ ン グ ワ ー ク は 初 め て で あ る 。

（訓練スタッフ・名古屋女子大学文学部助教授）
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◇ テ レ ホ ン ク ラ ブ

東 京 都 で は 青 少 年 を テ レ ホ ソ ク ラ ブ な ど の 影 響

か ら 保 護 す る た め の 「 テ レ ホ ソ ク ラ ブ 等 営 業 お よ

び デ ー ト ク ラ ブ 営 業 の 規 制 に 関 す る 条 例 」 が ６ 月

か ら 施 行 さ れ ま し た 。 テ レ ク ラ は 「 援 助 交 際 」 の

き っ か け に な る と 指 摘 さ れて お り 、 全 国 に さ き が

けての施行になりました。

東京都は１９９６年の７月～９月にかけて都内の中

高 生 を 対 象 に 調 査 を 行 い ま し た 。 そ の 調 査 に よ れ

ば 、 テ レ ク ラ ・ 伝 言 ダイ ヤル ・ ツ ー シ ョ ッ ト ダイ

ヤルなどを利用した経験を持つものは全体の２５％

でした。その中でも、女子高校生の利用は３６％２ ″ １

高 く な っ て い ま す。 さ ら に 「 援 助 交 際 」 の 経 験 者

は中学女子で３．５％、高校女子では４．４％でした。

彼女たちをテレクラなど電話を媒体としたコミュ

ニケ ー シ ョ ン を き っ か け と す る 性 風 俗 に 駆 り 立 て

るものは何なのでしょうか。同じ調査によれば、

彼 女 た ち は 「 あ ま り 話 さ な い 家 族 」 「 楽 し く な い

学 校 」 「 刹 那 的 で ド ラ イ な 価 値 観 」 「 自 己 に 否 定

的 」 「 手 軽 に お 金 が 入 る 」 な どの 理 由 を 挙 げ て い

ます。

◇ ナ ン バ ー ディス プ レ イ

（発信電話番号表示サービス）

Ｎ Ｔ Ｔ は 電 話 に 出 る 前 に か け て き た 相 手 の 電 話

番号がわかるシステムを開発し、名古屋などで１１４．り

験提供を行っていました。その結果、９８年の２Ｊ）

か ら 全 国 で こ の サ ー ビ ス が 開 始 さ れ る こ と に な り

ました。

こ の シス テム で は 、 相 手 に 自 分 の 電 話 番 号 を 知

られたくない場合は、最初から「回線ごと非通知」

にするか、電話をかける時に１８４を付けてから相

手 の 番 号 を ダイヤル す る こ と に な り ま す。

匿 名 で 相 談 で き る こ と が 電 話 相 談 に と っ て の 利

点なのですが、ナンバーディスプレイが始まると、

た と え 電 話 相 談 機 関 はそ の シス テム を 利 用 し な く

て も 、 利 用 者 の 不 安 は 残 っ て し ま う の で す。 積 極

的な広報が望まれます。

- ４ ぷ ｀

最新電話情報

◇携帯電話・ＰＨＳ

最近では、街で携帯電話をかけながら歩く姿が、

若 者 の フ ァ ッ シ ョ ン に な っ て い ま す。 電 話 が 家 庭

に あ る も の と い う 概 念 か ら 個 人 の 持 ち 物 に 変 化 し

てきました。

ＮＴＴの調査によれば、１９９７年３月末で携帯電

話の加入台数は２０８７万台、ＰＨＳ（簡易型携帯電

話）は６０２万台となっています。これは国民の５

人 に 一 人 以 上 が 携 帯 電 話 を 持 ち 歩 いて い る と い う

ことになります。

い の ち の 電 話 の 相 談 電 話 に も 携 帯 電 話 か ら か け

てくる利用者もみられるようになってきました。

し か し 、 運 転 中 は 大 変 危 険 で す し 、 街 角 か らで は

相談のプライバシーが保てそうもありません。

若 者 た ち が 街 角 で 携 帯 電 話 を 使 って い る と き に

は 、 ま るで 隣 に い る 友 達 と 話 して い る 会 話 の よ う

に 聞 こ え ま す。 つ ま り 、 携 帯 電 話 が 友 達 と の 距 離

をなくしているようです。しかし、皮肉なことに、

若 者 た ち の 間 に 面 と 向 か って 人 と 話 せ な い 人 達 が

増えてきていることも事実です。

◇ ポ ケ ッ ト ベ ル

中 ・ 高 生 に は 携 帯 電 話 は ち ょ っ と 高 い の で、 ポ

ケベ ル が 流 行 して い ま す。 財 団 法 人 日 本 青 少 年 研

究 所 の 調 査 に よ れ ば 、 日 本 で ポ ケベ ル を 持 って い

た高校生は３０％（女子高校生は４３％）、アメリカ

１９％、中国４％という結果が出ています。

中 高 生 た ち も ポ ケベ ル で あ い さ つ や、 メ ッ セ ー

ジ を 友 達 に 送 って い ま す。 そ う や って お 互 い の コ

ミ ュニケ ー シ ョ ン を とる こ と が 、 彼 ら の 安 心 に つ

ながっているようです。



◇ 日 本 電 話 相 談 学 会

１９９７年１０月１２日、日本ではじめて電話相談の学

会が誕生しました。これは、１０年前から「全国電

話 相 談 研 究 会 」 と して 活 動 して き た 全 国 の 電 話 相

談に携わる人々が、１０年間の研究を基礎として、

新しく「日本電話相談学会」を組織したものです。

我が国での電話相談の始まりは、１９７１年に始まっ

た 「 東 京 い の ち の 電 話 」 だ と 言 わ れて い ま す。 そ

の当時は、「電話で相談などできるはずがない」

と言った心理の専門家もいたそうですが、２６年たっ

た今では、いのちの電話だけでも全国で４２のセソ

「ターがあり、およそ７０００人のボランティアが年中
無休（無給）で相談を受け付けています。また、行

政 の 行 う 電 話 相 談 や 他 の ボ ラ ン ティア 団 体 の 行 う

電 話 相 談 を 含 め る と 、 全 国 に は ど れ く ら い の 電 話

相 談 機 関 が あ る の か 、 興 味 深 い と こ ろで す。

こ れ ま で、 電 話 相 談 に つ いて は 学 問 的 な 襄 付 け

も な く 、 経 験 と 実 践 に よ って 支 え ら れて き た き ら

い が あ り ま す。 し か し 、 電 話 相 談 に は 面 接 相 談 と

は 異 な っ た 手 法 や 評 価 が 求 め ら れて い ま す。 そ れ

ら に つ いて、 各 分 野 の 研 究 を 学 際 的 に 行 う こ と に

よ って、 電 話 相 談 学 と 呼 べ る も の が 生 ま れてくる

ことでしょう。

日 本 電 話 相 談 学 会 は 、 生 ま れ た ば か り の 学 会 で

が、その最初の全国大会が１９９８年の秋に名古屋

ヴ 開 催 さ れ る こ と が 発 表 さ れ ま し た 。 名 古 屋 で は
５ 年 前 に 第 ５ 回 の 電 話 相 談 研 究 集 会 を 開 催 し た 実

績 が あ り ま す。 そ れ を 機 会 に こ の 地 方 の 電 話 相 談

機 関 に 所 属 す る 人 々 が 「 愛 知 電 話 相 談 ネ ッ ト ワ ー

ク」を組織して、地道な研究を行ってきました。

名 古 屋 大 会 が 電 話 相 談 学 の 歴 史 に 残 る 大 会 に な る

よう、関係者の協力が期待されます。

- ５ -
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１

ご援助ありがとうございます
１９９７年５月１日より９月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共

に ご 報 告 申 し 上 げ ま す。 （ 順 不 同 ・ 敬 称 略 ）
なお、上記期間内に何度：もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。
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９月も半ばを過ぎ、ふと辺り ‘ を 見回すと空も陽射しも全てが秋色に染まってきています。
“ 暑 い よ う ” と 連 日 半 べ そかいていたのに、移りゆく時の速さに目をみはる思いがします。

そ の ８ 月 の あ る 日 、 童 詩 を 創 作 す る 目 の 不 自 由 な 友 人 の エ ス コ ー ト で、 と て も 心 打 た れ る
素晴らしい時間を過ごすことができました。「中野二郎・童心謳いロマソ奏でる・コンサー
ト」。作曲・指揮は中野二郎さん（９４）。そしてこの日歌われた作品の大半の童詩を作詞

されたのは、中條雅二さん（９０）です。この二人は６０年来の友人で、深い心の交流が偲ぱれます。ピア
ノ と マ ソ ド リ ソ オ ー ケ ス ト ラ の 演 奏 に の って、 ソ プ ラノ や テノ ール の 豊 か な 声 量 で 表 さ れ る 世 界 は 、 懐
か し い 子 供 の 頃 。 縁 先 で、 柿 の 木 の 下 で、 膝 っ こぞ う を 抱 え 込 み 暖 か い 陽 だ ま り に 遊 ん だ セ ピ ア 色 。 日

頃 き っ と 無 意 識 の う ち に 入 って い た 肩 の 力 が す う っ と 抜 け て、 知 らず 知 らず ロ 元 に ほ ほ 笑 み が 浮 か び ま
す。 友 人 と 重 ねて い る 手 の ひ ら に 無 言 の 会 話 が 通 い 合 い ま し た 。 コ ン サ ー ト の 終 わ り に お 二 人 が 壇 上 に
立たれました。
「 僕 に 来 年 が あ る か ど う か は 分 か ら な い 。 で も 良 き 友 と 磨 き あ って き た こ の 人 生 に 感 謝 す る 」 と 中 野

さん。「来年また二人で立ちたい。これから・６心ヽに響く詩をかきます。」そして固い握手を交わされた
の で し た 。 生 き る と い う こ と が 、 息 を す る こ と に 加 えて、 「 生 き 生 き と ・ 意 気 を 忘 れず ・ 粋 に こ だ わ り
を持ち」。いいえ「そんなに欲張らずに、でもどこかで意識しながら日々を重ねていきたいね」と、そっ
と 自 分 に 囁 い た の で し た 。 （ Ｙ ・ Ｔ ）
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名 古 屋 パ イ ロ ッ ト ク ラ ブカ ト リ ヅ ク 南 山 教 会 大 樹 の 会
カトリック尾西教室

神言会宣教事務局吉田聖
聖霊奉侍布教修道女会
幼き聖マリ．ア修道会

宗教法人薬師寺代表役員柿本大真

日本キリスト教団東海教会
日本福音ルーテル希望教会
日本キリスト教団鳴海教会婦人会

【クリスマス歳末募金】

愛知西地区教会婦人連合委員会

木 本 精 之 助豊 田 寿 子

兄 島 竜 雄

【個人会員】

水 谷 巍

【法人賛助】

有限会社エイコー
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㎜ 年 末 ・ ク リ ス マ ス 特 別 寄 付 の お 願 い ㎜
本年もまもなく、年末、クリスマスの季節を迎えようとしています。

例年この季節に、特に「いのちの電話」の活動を覚えて、特別寄付金を募っております。
今年もよろしくご協力をお願い致します。

送金先郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
東海銀行大津町支店（普）４７７０２９

名 儀 社 会 福 祉 法 人 愛 知 い の ち の 電 話

４月１
５
９
１１
２１
〃
２４
２５

５月６
９
１４
１５

愛知いのちの電話協会日誌
日１ ０ 期 養 成 講 座 Ｂ 開 講
日 ケ ース 研 究 会
日県共同募金会１９９７年度配分通知
日 ペ ル の 会
日 総 務 委 員 会

訓練委員会
日 財 務 委 員 会
口 ケ ー ス 研 究 会
日 記 録 ・ 広 報 部 会
日・広報委員会
日 ベ ル の 会
日 総 務 委 八 会

１９日ケース研究会
２１日愛知電話相談ネットワーク
２３日評議員会、理事会
２６日訓練委口会

６月６日日本いのちの電話連１澄総会
〃 日 記 録 ・ 広 報 部 会
２３日総務委貝会
３０日訓練委八会

７月９日名古屋市民生局長室を訪問
１０日ベルの会
１４日訓練委貝会
１６日愛知電話相談ネットワーク
２ ６ 日 フ ォ ー ラム 於 ウ ィル 愛 知
２８日ケース研究会
３１日財務委員会

８月７日事務ボランティア打合せ会
１１日～１６日事務局夏休み
２２日市政局訪問（カソポ心の健康公聞講座について）

９ 月 １ 日 総 務 委 員 会
１６日訓練委貝会
１７日愛知電話相談ネットワーク
１９日三委員長会
２６日財務委貝会

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

賛助会員を募集しています

- ８ -

１９９７年ｎ月１日発行
発 行 人 木 本 精 之 助
編 集 人 広 報 委 員 会

１９９７年晩秋

ご協力をお願いします

いつも資金ホラソティフとして会費やご寄付をい

ただき有雌うございます。心から御礼申し上げます。
ｌｒｌｊμ」２，０００万円の迎営資金と共に，法人の基金を

１０年間で１億円積立の課題を与えられております。

会貝の皆様の倍旧のご支援と共に，会貝増加の運

動にもお力を添えて下さいますようお願いします。

法人となり寄付金の税法上優遇措置が受けられま

す。誠に失礼ですが振込票を同封させていただきま

す。ご利用くだされば幸いです。

（Ｄ法人会費乍問５万円・１０万円・２０万円

（２）賛助会員（年間１ロ）

ＡＤ，０００円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円

（３）一般寄付はご自由な金額で結構です。

（４）夏期・年末寄付

ロ座名社会柵祉法人愛知いのちの電話協会

ロ座番号東海銀行大津町支店（普）４７７０２９

郵便振替口座００８１０-８-５３７５８

お問い合わせは…

社会福祉法人愛知いのちの電話協会

名古屋いのちの電話

事務局咩９７１-５１８１

〒４６１-９１名古屋東郵便局私書箱第２５７

事務局咩０５２ -９７１ -５１８１郵便振替口座００８１０ -８ -５３７５８

相談電話咩０５２-９７１-４３４３東海銀行大津町支店（普）預金口座４７７０２９


